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Abstract

ＡｓＬａｎｄｓａｔＴＭｄａｔａｓｉｚｅｆｏｒｏｎｅｆｕｌｌｓcenehasabout300Mbytes,thedataarememorized

inthreevolumesofthecomputercompatibletape，Ingeneral,theanalysisforthelargescale

remotesensingdataforcestheuseofthelargecomputersystemwiththemagnetictapeuniton

us・Therefore,ｔｈｅｌｏｗｃｏｓｔａｎｄeasyanalysissystemfortheremotesensingdataisnowdesired

lnthispaper，asystemtoanalyzethelargescaleremotesensingdatawasstudiedand

developedbythepersonalcomputer・Theauthorsintroducedtheopticalmagnetodiskdrive

systemtotheexternalmemoryofthepernonalcomputer・Ｔｈｅｔｒａnsfertestsofthelargescale

remotesensingdatawerecarriedoutthroughtheethernetsystemfromthemagnetictapetothe

opticalmagnetodisk・ＴｈｅｔｏｔａｌｔｒａｎｓｆｅｒｔｉｍｅｆｏｒｔｈｅｆｕｌｌsceneofTMdataneededabout9

hours,andoneforthesub-scene（９０Ｍbytes)neededabout2hoursand45minutes・Ifwe

considertheadvantagetobeabｌｅｔｏａｃｃｅｓｓｔｈｅｌａｒｇｅｓｃａｌｅｒｅｍｏｔｅｓensingdatawiththe

pernonalcomputer，ｉｔｉｓｎｏｔｓｏｌｏｎｇｔｉｍｅ

Ｆｕｒｔｈｅｒ，asoftwaretohandlethelargescaleremotesensingdata,whichwasmemorized

intheopticalmagnetodisk,ｗａｓｄｅｖelopedbythepersonalcomputer，Ｔｈｅsoftwaredeveloped

consistsofthemainutilityprogramsasfollows：

（１）ＲｅａｄｏｕｔｔｈｅＴＭｄａｔａｆｒｏｍｔｈｅｏｐｔｉｃａｌmagnetodisk．

（２）ReferenceimagedisplaywithfullcｏｌｏｒｆｏｒｆｕｌｌｏｒｓｕｂｓｃｅｎｅｏｆＴＭ．

（３）Ｃｌｉｐｐｉｎｇｏｆｓｔｕｄｙａｒｅａｏｎｔｈｅｆｕｌｌｏｒsubsceneimage．

（４）Classificationofstudyareawithminimumdistancemethod

Thesystemandthesoftwaredevelopedmayoffertheeasydatahandlingforthehuge

remotesensingdatabythepersonalcomputer．
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れている．

この様な状況のもとに最近注目されている大容量

記憶装置として光磁気ディスクが挙げられ，これを

リモートセンシングデータの供給デバイスとして活

用しようとの試みが報告(5)されつつある．そこで本

研究では，大容量リモートセンシングデータについ

て，パーソナルコンピュータによる処理システムを

構築することを目的に検討を加えた．具体的には，

パーソナルコンピュータの外部記憶装置として書換

型の光磁気ディスクを導入し，磁気テープに記録さ

れた画像データの光磁気ディスクへの転送試験を行

った．さらに，光磁気ディスクに記録された画像デ

ータの全領域の表示，必要な領域の任意サイズでの

データ切り出し等を，メニュー形式で実行可能なソ

ストウェアの開発を行ったので報告する．

２．用いたリモートセンシングデータ及び

データ処理システムの基本ルーチン

２．１リモートセンシングデータ

本研究ではランドサット衛星によって取得された

ＴＭデータを転送及び解析の対象として用いた．一

般に，ＴＭデータのフォーマット形式には，ＢＳＱ

１．はじめに

リモートセンシングによって得られた画像データ

は自然環境のモニタリング，資源探査，地図作成更

新など，多くの分野で広範囲に利用されている(1).こ

れらリモートセンシングデータは大容量であること

もあって，データの供給デバイスとしては磁気テー

プが現在一般的に用いられている(2).例えば,ランド

サットにより取得されたリモートセンシングデータ

の容量は，ＴＭ（ThematicMapper）のフルシーン

(地表面に対して横185ｋｍ,縦170ｋｍに相当)では

約３００メガバイトにも達し，磁気テープ（6250BPI，

2400Feet）３巻に分けて記録されている．磁気テー

プは大容量のデータを記録できる反面，携帯‘性が悪

く，取扱いにも注意を要することが多い等の欠点を

有している．さらに，パーソナルコンピュータで磁

気テープを扱うのは一般的でない．このため，リモ

ートセンシングデータの解析処理には磁気テープ装

置を有したミニコンレベル以上のシステムを必要と

し，これが衛星データを幅広い分野に渡って利用す

る上での妨げの一つとなっている．

一方，普及の著しいパーソナルコンピュータがリ

モートセンシングデータの解析・処理に利用可能と

なれば，衛星データの利用範囲の拡大に寄与すると

の思想から，パーソナルコンピュータによる解析シ

ステム及び解析用ソフトウェアの開発が推進されて

いる(3)-(4)．しかし,パーソナルコンピュータをリモー

トセンシングデータの画像解析に利用する場合に問

題となるのは，処理領域が小さいことにある．すな

わち,パーソナルコンピュータで取り扱うデータは，

基本的にはフロッピイデイスクに記録可能な非常に

狭い範囲（横１５ｋｍ，縦１２ｋｍ）に限定されるため，

フロッピィディスクに記録されたデータ領域が解析

目的として不適当であったり，任意の地域について

処理を実行しようとする場合には，その都度磁気テ

ープから必要箇所のデータを作成し，さらにフロッ

ピイディスクの交換作業が必要となる．この状況は

実際にデータ解析を行う場合の作業を煩雑にし，効

率を著しく低下させることとなり，結果的にはパー

ソナルコンピュータによるデータ解析の普及を妨げ

る要因となっている．このため，磁気テープに記録

されたと同程度の広範囲なリモートセンシングデー

タに対して，解析に必要とする任意の領域をパーソ

ナルコンピュータより自由にアクセスできれば，研

究室あるいは現場レベルにおいても，ミニコンと同

等の画像解析を行うことが可能になるものと期待さ

Ｂ Ｉ Ｌ
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Fig.１Formatforsatellitedata．
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(BandSeqential）とＢＩＬ（Bandlnterleavedby

Line)の２種類(2)があり，データのサイズは対象領域

の広さによってフルシーンとサブシーンの２種類(2)

に分けられる．そこで本節ではフォーマット形式及

びデータサイズについて述べる．

（１）ＴＭデータのフォーマット：ＢＳＱ及びＢＩＬ

フォーマットのデータ配置をFig.１に示す.ＢＳＱフ

ォーマットでは,ｌバンドのｌシーン分のデータが１

ファイルを構成し，１ラインのデータがｌレコード

を構成している．したがって，ｌファイルのレコード

数がライン数に等しくなる．このため，ＢＳＱフォー

マットは単バンドのデータの解析を行う場合に適し

ている(1)と言われている．

一方，ＢＩＬフォーマットのデータは，全バンド

(ＴＭでは７バンド）のｌシーン分のデータが１フ

ァイルを構成し，ｌバンド，１ラインのデータが１レ

コードを構成している．すなわち，７バンドのデータ

では同一ラインのデータが連続した７個のレコード

に記録される．ＢＩＬフォーマットはラインごとのデ

ータ解析に適している(')と言われている．

（２）データサイズ：歪補正後のＴＭデータのフ

ルシーンは，ライン数が５９６５ライン，１ラインの画

素数は６９２０ピクセルから成っており，地表面に対し

て約185ｋｍ×170ｋｍ(横×縦)の範囲をカバーして

いる．総データ量は約２９３メガバイトとなり，

6250BPI，2400Feetの磁気テープ３巻に分けて記録

されている．

一方，サブシーンはフルシーンをほぼ４分の１分

割したもので，ライン数が２９８２ライン，ｌラインの

画素数は４２２０ピクセルから成り，総データ量は約

９０メガバイトで磁気テープ１巻に記録されている．

Ｔａｂｌｅｌに本研究で使用したＴＭデータの種類

および取得日時等を示す．

２．２データ処理システムの基本ルーチン

磁気テープに記録されたリモートセンシングデー

タをパーソナルコンピュータ（以下，パソコンと略

記する）で処理を行うためには，パソコンでアクセ

ス可能な大容量の外部記憶装置にデータを転送する

必要がある．本研究ではＴＭデータを，秋田大学情

報処理センターのコンピュータ（ECLIPSEMV／

2000）の磁気テープ装置で読み取り，いったんメモ

リに転送し，その後学内に敷設されているイーサネ

ットを介してパソコンへ転送し，光磁気ディスクに

記録した．この様にして光磁気ディスクに記録され

たＴＭデータの全領域を，フルカラーフレームメモ

リを用いてディスプレイに表示し，この画像を参照

しながら必要とする任意の場所の画像データを切り

出し，基本的な画像処理を行った．本研究における

データ転送・処理の基本ルーチンをFig.２に示す．

３．パソコンによるデータ処理システムの構成

本研究では，次に示すようなパソコン側のハード

ウェア及び環境のもとで，データ転送試験及び処理

用ソフトウェアの開発を行った．また，ハードウェ

アの概要をFig.３に示す．

(1)ハードウェア：

①ＣＰＵ：１６ビットパーソナルコンピュータ，

ＮＥＣ社製Ｐ℃9801ＶＸ

②カラーディスプレイ：高解像度カラーディスプ

レイ，ＮＥＣ社製，ＰＣＫＤ８６１

③フルカラーメモリ：サピエンス社製スーパーフ

レーム（640×400×２４ビット表示）

④ラムデイスク：メルコ製ＲＡＭボード，ＨＢ－

TablelSatellitedatausedinthisstudy．

ＴｙｐｅｏｆＦｏｒ■ａｔ ＳｃｉｎｅＳｉＺｅ OａｌａｓｉＺｅ Ｓｃｉｎｅｎｕ■ｂｅ「 【ｌａｔｅ

ＢｓＱ ｆｕＩ１ＳＣｉｎｅ 2９３．．１６７．３２０ 1０８．０３２ ８１．１０．１０

ＢＩＬ ＳｕｂＳＣｉｎｅ ９０．３８１．６００ 1０８．０３２ R６．０８‐２９

ＢＳＱ SＵｂｓｃｉｎｅ ９０．５１７，６８０ 1０８．０３２ ８４．０６．０４

ＣＯ田ｐｕｔｅｒｃｏ国ｐａｔｉｂｌｅｔａｐｅ

ＣＩｉｐｐｉｎ８ｏｆｓｔｕｄｙａｒｅａ

HａｎｄＩｉｎｇｏｆｓｔｕｄｙａｒｅａ

Fig.２Mainroutineinthisstudy．

ＣＰＵ：ＰＣ‐９８０１Ｖｘ

Ｈａｉｎｍｅｍｏｒｙ：６４０１<Ｂ

ＯＳ：ＮＳ‐ＤＯＳ

ＨＯＵＳＥ

ＲＡＮ：４ＨＢ

ＳｕｐｅｒＦｒａｍｅ

CｏＩｏｒＯｉｓｐＩａｙ 薦
Ｈａｒｄ

Ｏｉｓｋ

４０Ｎ８

OｐｔｉｃａＩ

Ｎａｇｎｅｔｏ

Ｏｉｓｋ

３２０×２

Ｉ１Ｂ

Fig.３Satellitedatahandlingsystem．
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４０００（４メガバイト）

⑤光磁気ディスク：害換型光ディスクドライブ，

三井石油化学製,〃Ｘ-501(記憶密度：片

面３２０メガバイト）

⑥ハードディスク：緑電子製，LittleE40mark2

（４０メガバイト）

⑦マゥス：バスマウス

⑧転送用ボード：東洋通信機製ステーションイン

ターフェースコントローラ，Ｃｅｎｔｒｅ

ＣＯＭＳＩＣ－９８

(2)使用言語

①ＯＳ：ｊ４Ｓ－ＤＯＳ（3.3Ｂ以上）

②言語：Ｃ言語（BorlandTU[RＢＯＣ）

４．イーサネットを用いたデータ転送試験

磁気テープに格納されたリモートセンシングデー

タの光磁気ディスクへの転送経路をFig.４に示す．

リモートセンシングデータの転送は次の２つの段階

を経て実施した．すなわち，

①磁気テープからメモリへの転送（情報処理セン

ター内)．

②メモリからイーサネットを介して，パソコンに

接続した光磁気ディスクへのデータ転送．

各経路におけるデータ転送に要した時間をTable

２に示す．なお,ｔ,は磁気テープからメモリのデータ

転送に要した時間．ｔ２はメモリからイーサネットを

介して光磁気ディスクへの転送に要した時間であ

る．

Ｔａｂｌｅ２の結果より，データサイズと転送に要す

る時間（t,あるいはt2）とは必ずしも比例しないこ

とが認められる．この原因については明らかでない

が，データ転送の実行中における情報処理センター

のコンピュータ，あるいはイーサネットの利用状況

が転送時間に影響したものと推測される．

また，単位時間あたりのデータ転送時間はおおよ

そ15.5BPS～23.2ＢＰＳ程度であった．このことか

ら，磁気テープ･から光磁気ディスクへのデータ転送

に要する総時間は，装置の準備に要する時間を除け

ばフルシーンの場合で約９時間，サブシーンでは約

２時間４５分程度を要することになる．しかし，光磁

気ディスクに必要な全てのデータが記憶･確保され，

パソコンから常時アクセスすることが可能となるこ

と等を考慮すれば，この程度の転送時間は実用上問

題とはならないものと考えられる．

５．データ処理用ソフトウェアの概要

本研究では次に挙げる事項を考慮してリモートセ

ンシングデータ処理用ソフトウェアの開発を行っ

た．

（１）光磁気ディスクに記録されたリモートセンシ

ングデータを自由に読み出すプログラム．

（２）全領域の画像をディスプレイにカラー合成画

像として出力するプログラム．

（３）任意の位置のデータを規格サイズあるいは任

意サイズで切り出すプログラム．

（４）簡単な分類処理を行うプログラム．

（５）以上の作業をメニュー形式で実行する．

ｌｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇｃｅｎｔｅｒ

■■一●一骨一勺一●一・一■－■一・一●一色一・－．－．－－－宇一占一●一宇一c-cー②ー●ー宇一甲一●ー■ー●ー守一やー■ー●一宇旬

CｏＩｗｐｕｔｅｒＣｏｍｐａｔｉｂＩｅｔａｐｅｕｎｉｔ

Ｔｒａｎｓｆｅｒｔｉ繍ｅ：ｔ，
ｕ／↓『『…f虐『ぃ卿｡:伽

ＨｅｍｏｒｙａｔＩｎｆｏｒ潮ａｔｉｏｎ

ｐｒＯｃｅｓｓｉｎｇｃｅｎｔｅｒ

＜,.一一Ｅｔｈｅｒｎｅｔ

_－－－１

ＴｒａｎＳｆｅｒｔｉ風ｅ：ｔゴＴｒａｎｓｆｅｒｔｉ風ｅ：ｔ２
Ｍ／

ＯｐｔｉｃａＩ閲ａｇＩ１ｅｔｏｄｉｓｋ

Fig.４Transferrouteofsatellitedata．

Table２Timefortransferofsatellitedata．

ＴｙｐｅｏｆＦｏｒ風ａｔ ＳｃｉｎｅＳｉｚｅ t,（ｌｎｉｎ） t2（、ｉｎ）

ＢＳＱ fｕＩＩｓｃｉｎｅ ２８８ ２１３

ＢＩＬ sｕｂｓｃｍｅ ８７ ９７

ＢＳＱ ｓｕｂｓｃｉｎｅ ９６ ６５

Fig.５Mainmenuofsoftwaredeveloped．
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パソコンによる大容量リモートセンシングデータ処理システム

作成した処理ソフトウェアのメニュー画面を

Fig.５に示す．また，ソフトウェアの概要と実行結果

の例を以下に述べる．

５．１参照画像の作成

リモートセンシングデータの解析処理を行う場

合，まず最初に，記録されたＴＭデータの全体状況

を把握することが必要となる．そこで，光磁気ディ

スクに記録されたデータの全領域の表示（以下，参

照画像と称する）を行うプログラムを作成した．以

下に，その概要を述べる．

前述したように，ＴＭデータのフルシーン画像の

サイズは6920×5965（横×縦）ピクセルとなり，こ

の全域をパソコンのデイスプレイ上(640×400ピク

セル）に表示するのは困難である．そこで，画像デ

ータを一定間隔で間引くことによって参照画像を作

成した．なお，実際の処理作業においてはデイスプ

レイ上にコマンドも併せて表示する必要がある．こ

れらのことを考慮して，参照画像の表示領域をおお

よそ512×400ピクセル(以下,規格サイズと称する）

となるような間引き間隔を検討した．その結果，フ

ルシーンでは，横１４，縦１５ピクセルの間引き間隔

(502×398ピクセルで表示)が,サブシーンでは横７，

縦８ピクセルの間引き間隔（489×373ピクセルで表

示）が適当であることを確認した．

作成した参照画像の出力例をＰlate，１（フルシー

ン）とＰlate､２（サブシーン）に示す．参照画像作成

に要する時間（データ読み込みから画像表示完了ま

で)はフルシーンの場合で約４分４０秒程度，サブシ

ーンで３～４分程度であった.同様の方法でフルシー

ンの画像表示に約５分を要するとの報告(6)があるこ

とから，本研究の参照画像作成プログラムは実用上

十分な処理能力を有するものと考えられる．なお，

参照画像作成と同時に，参照画像に対応する画像デ

ータをフロッピィーあるいはラムディスクなど，任

意の媒体に記録することが可能である．

５．２参照画像の表示

参照面像を必要な度ごとに作成していたのでは作

業効率が悪い．そこで，参照画像作成と同時にフロ

ッピィディスク等に記憶した参照画像データを，カ

ラー合成画像として表示するプログラムを作成し

た．このプログラムを用いることによって，参照画

像を約１分で表示することが可能となった．

５．３画像の切り出し

リモートセンシングデータの解析を行う場合，フ

ルシーンあるいはサブシーン全域について一括処理

を行うことは少なく，必要箇所を選択的に処理する

のが一般的である．そこで，指定した任意の場所の

画像データを切り出し，これを任意の記憶媒体に記

録し画像データファイルを作成するため，次に挙げ

る３種類のプログラムを作成した．なお，切り出し

たデータはFig.６に示すＢＩＰ(Bandlnterleavedby

Pixel)フォーマット形式に書き換えた．ＢＩＰフォー

マットはｌ画素単位に各バンドデータを集中配列し

たもので，画素の輝度情報を利用したマルチスペク

5３

Fig.６Newformatforsatellitedata．

Fig.７Flowdiagramofclippingstudyarea．

Ｈｅａｄｅｒ Ｆｉｌｅ

Lｉｎｅ ｌＰｉｘｅＩ ｌＢａｎｄｌ

Ｌｊｎｅ ｌＰｊｘｅＩ ｌ８ａｎｄ２

ＬｉｎｅｌＰｉｘｅｉｌＢａｎｄ３

Ｌｉｎｅ ｌＰｉＸｅｌ ｌＢａｎｄ４

ＬｉｎｅｌＰｉｘｅｌ２Ｂａｎｄｌ

Ｌｉｎｅ ｌＰｉｘｅＩ ２Ｂａｎｄ２

ＬｉｎｅｌＰｉｘｅＩ２Ｂａｎｄ３

ＬｉｎｅｌＰｊｘｅＩ２Ｂａｎｄ４
－
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
《

Ｌｉｎｅ５１２ＰｉＸｅＩ４００Ｂａｎｄｌ

Ｌｉｎｅ５１２ＰｉｘｅＩ４００Ｂａｎｄ２

Ｌｉｎｅ５１２ＰｉｘｅＩ４００Ｂａｎｄ３

Ｌｉｎｅ５１２ＰｉｘｅＩ４００８ａｎｄ４

ＤｉｓｐＩａｙｏｆｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 1国ａｇｅ

ＣｏｎｔｒｏＩｏｆｃｅｎｔｅｒｐｏｓｉｔｉｏｎ

OｕｔｐｕｔｏｆｄａｔａｆｉＩｅｆｏｒｓｔｕｄ ｙａｒｅａ
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トル解析を行う場合にデータ処理が効率的となる．

（１）規格サイズの画像切り出し：処理面積を

512×400ピクセル（規格サイズ）とし，任意の場所

の画像データを切り出し，記|意するプログラムであ

り，その手順をFig.７に示す．参照画像を用い，必

要な領域の中心座標をマウスで指定することによっ

て切り出しが実行される．なお，参照画像は間引か

れて表示されているため，実際のデータの中で間引

き間隔ごとに中心座標を指定することになる．この

ため，中心座標が１画素ずれただけで，間引き間隔

(例えばフルシーンで縦１５．横１４ピクセル）に対応

したずれを生じる．これを調整するため中心座標の

補正機能も有している．

Ｐｌａｔｅ３に規格サイズで切り出した画像の出力例

を示す．また，Table,３に規格サイズの画像切り出

しに要する時間を示す．フォーマットによって切り

出しに要する時間が異なり，ＢＩＬフォーマットにお

ける切り出し時間が短くなっている．これはＢＳＱ

に比較した場合，ＢＩＬフォーマットの方がラインご

とに各バンドデータがまとめられて配置されてお

り(2)，光磁気ディスクのアクセスに要する物理的な

距離が短くて済むためと考えられる．

（２）入力サイズの画像切り出し：これは規格サイ

Ｔａｂｌｅ３Ｔｉｍｅｆｏｒｃｌｉｐｐｉｎｇｏｆｎｏｒｍａｌｓizedata．

TｙｐｅｏｆＦｏｒｍａｔ ＳｃｉｎｅＳｉ２ｅ

ＢＳＱ fｕｌＩｓｃｉｎｅ

ＢＩＬ sｕｂｓｃｉｎｅ

ＢＳＱ ｓｕｂｓｃｉｎｅ

l■ａ８ｅ１ｌｌＳｍＩａｙｏＩＯ１０Ｉ･■ａＩｌＺｅｄＳｉＺＰ

（５１２×Ｏ００ＰｌｘｅＩ）

ＣＩＩ”ｌＩ１ｇｏｆＳＭｐ②ｒｖｌ３ｏｒｙｄａｔａ

（１２８×ＩＯＯＰｌｘｅｌ）

t（ｍｉＩ１）

２７

８

１４

ⅡＬ辿些L幽一:iF型型辿-辿｣－
恥ｌｃｃｌｌｏｎｏｆｓＭＩ'ｅｒｖｌｓｏｒｙｄａい（ｆ“ＩｕｒｅｃｘｌｒａｃｌｌｏＯ１）

一~ － － －－T-----
CaIcoo1alioo1oIoIlSlance1ndIIeclslonofcal08Cry

Iロハ８ｅｏｌｌｓＩＤ１ｎｙｏ『ｃＩａ５ｓｌｆｌｍｌ,ｌ０ｎｒＰｓｏＩＩ１

（５１２×４００１，ｌｘｅＩ）

Fig.８Flowdiagramofclassificationbyminimum
distancemethod．

ズでは入りきれない，比較的広い領域の画像を切り

出すことを目的としたプログラムである．中心座標

を指定した後，入力した縦・横のピクセル数に対応

した範囲の画像を切り出し，データファイルを作成

する．一例として大潟村全域を切り出した画像出力

をＰlate､４に示す．Ｐlate､４は横６００ピクセル，縦

1000ピクセルで切り出した画像で，横３，縦３ピク

セル間隔で間引いて表示したものである．

（３）未決定サイズの画像切り出し：対象領域が何

ピクセルか決定できない場合や，必要な領域を最小

限のデータサイズとして切り出す場合のプログラム

である．マウスを用い，切り出したい部分の左上と

右下の座標を指定し切り出し範囲を決定するもの

で，Ｐｌａｔｅ５に出力画像の例を示す．

５．４画像分類

リモートセンシングデータを用いて土地利用（地

表被覆）状況の解析を行うことを想定し，本研究で

開発したソフトは最短距離法による画像分類処理機

能をも有している．最短距離法は教師付き分類の１

種である(6).すなわち，トレーニングエリア内からあ

らかじめ決められたカテゴリーに属するデータを抽

出し，これを教師データとして定める．特徴抽出に

よって得られた各カテゴリーの教師データのスペク

トル分布の中心と，任意の画素のスペクトルデータ

とのユークリッド距離の比較を行い，距離的に近い

カテゴリーに画素を分類する方法(6)である．

本研究で作成した最短距離法による画像分類の手

順をFig.８に，分類結果の例をＰｌａｔｅ６に示す．こ

のプログラムを用いることによって地表被覆物の大

まかな分類が可能である．

６．むすび

パソコンを用いたリモートセンシングデータ解析

の利点は，その手軽さとアクセスの容易さであり，

欠点としては対象領域が制限されることや処理時間

が長くなることであった．一方，ミニコンの利点は，

対象領域を広く取れること，高速度な処理が可能な

ことであり，欠点としてはシステムが高価で取扱い

に問題があった．そこで，本研究では大容量リモー

トセンシングデータについて，パソコンによる処理

システムを構築することを目的に検討を加えた．得

られた成果をまとめると次のようになる．

①パソコンの外部記憶装置として書換型の光磁

気ディスクを用いることによって，パソコン特有の

アクセスの容易さと低価格さを有し，併せて広範囲

な処理を可能としたシステムを構築することができ
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た．

②イーサーネットを介して磁気テープから光磁

気ディスクへの大容量リモートセンシングデータ転

送試験を行った．その結果，約３００メガバイトのデ

ータ量を有するフルシーンの場合，約９時間のデー

タ転送時間を必要とした．パソコンからのデータハ

ンドリングの容易さを考慮すると，この程度の転送

時間は許容できるものと考えた．

③光磁気デイスクに記録された大容量リモート

センシングデータを，メニュー形式で処理するソフ

トウェアの開発を行った．作成した処理ソフトウェ

アは，光磁気デイスクに記録されたデータの読み出

し，ＴＭデータの全範囲のカラー合成画像出力，画

像上の任意位置におけるデータの規格サイズあるい

は任意サイズでの切り出し，最短距離法による画像

分類等の機能を有している．

④作成した処理ソフトウェアは，フォーマット

およびシーンサイズの異なる３種類のＴＭデータ

について処理可能である．

最後に，リモートセンシングデータを提供下され

た㈱地球科学総合研究所関係各位に感謝申し上げま

す．また，本学情報処理センター小野勝美技官には

データ転送実験に関してたいへんお世話頂きまし

た，厚く御礼申し上げます．
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